入札図書（案）チェックリスト

提出日：20　　　　年　　月　　日

	No.
	事　項　名
	内　　　　　　容
	チェック欄

	　第1章　総論
	ま た は 条 項
	記 載 ぺ ー ジ
	コンサルタント
	Ｊ　Ｉ　Ｃ　Ａ

	1.
	国　　　　　名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　国
	
	
	
	

	2.
	年　　　　　度
	　平成　　年度 （20　 年度）
	
	
	
	

	3.
	案　　件　　名
	　和文：　　　　　　　　　　　　　計画
	
	
	
	

	
	
	　英文：
	
	
	

	4
	入札公示（機材案件）
	　入札図書配布期間
	
	
	

	
	
	　支店条項を設けていないこと
	
	
	

	
	
	　共同企業体の結成
	
	
	

	5.
	　無償資金協力・不正防止への言及
	　日本のGrant Aidである旨と不正防止の記載
	
	
	

	
	
	　G/A署名日：
	
	
	

	6.
	先方実施機関
	　実施機関名：
	
	
	

	7.
	履行期限
	　工期・納期：　（G/Aの期限内であること）
	
	
	

	8.
	コンサルタント
	　コンサルタント名：
	
	
	

	9.
	入　札　概　要
	　入札の種類：　施設（　）資機材（　）ｺﾝｿｰｼｬﾑ（　）
	
	
	

	
	
	　応札者資格：日本法人であること
	
	
	

	
	
	　Scope of WorkがG/Aに基づく内容であること
	
	
	

	
	
	　プロジェクト・サイト：
	
	
	

	
	
	　調達適格国：　日本（　）相手国（　）第三国（　）
	
	
	

	
	
	　（ロット分けの場合）ロット区分の明記と妥当性の確認
	
	
	


	No.
	事　項　名
	内　　　　　　容
	チェック欄

	　第2章　入札図書

	1.
	入札図書構成
	　

必要書類：　入札指示書・契約書案・特記条件・一般条件・　

　　　　　　　　仕様書・図面（施設案件及び据付工事あり機材案件の場合）・工程表・入札書式
（*署名済みE/N写し及びG/A写しは入札図書を構成しないが、添付されていることを確認。）

　その他　：
	
	
	

	2.
	質　問　回　答
	　質問期限：
	
	
	

	
	
	　質問方法：
	
	
	

	
	
	　回答期限：　　　（開札日より１週間以上前であること）
	
	
	

	
	
	　回答方法：
	
	
	

	
	
	　アデンダ期限：
	
	
	

	
	
	　アデンダ方法：
	
	
	

	　第3章　応札書類の準備及び提出

	1.

	応札書類構成
	機材案件

必要書類：

　委任状・委任状発行者のサイン証明・無償資金協力調達ガイドラインの遵守に係る宣誓書
　封筒A−会社概要・支店又は営業所証明書、

　　　　　実施（調達スケジュール）・人員派遣予定表、

　　　　　機材使用一覧表・スペアパーツリスト、

　　　　　機材供給証明書・機材カタログ、

　　　　　現地代理店証明書・原産地証明書、

　　　　　アフターセールスサービス証明書等

　封筒B−入札書・応札価格表・機材価格表

その他：
	
	
	

	
	
	施設案件

必要書類：

　委任状・委任状発行者のサイン証明・無償資金協力調達ガイドラインの遵守に係る宣誓書
　封筒A −工程表・人員派遣予定表、安全対策プラン等

　封筒B −入札書・応札価格表

その他：
	
	
	

	2.
	書類準備及び

提出要領
	　言語規定：　　　　　語
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(応札価格,　　　　　　)
	通　　貨：　日本円
	
	
	

	
	
	
	文字表記優先
	
	
	

	No.
	事　項　名
	内　　　　　　容
	チェック欄

	
	
	
	価　　格：　総価方式（Lump Sum）
	
	
	

	
	
	
	（機材案件）CIF／CIP／その他（　　　）条件
	
	
	

	
	
	
	応札価格変更の禁止
	
	
	

	
	
	　有効期限：　　　日間（起算日を明記のこと）
	
	
	

	
	
	　必要部数：　オリジナル　１部　コピー　１部
	
	
	

	
	
	　提出場所：
	
	
	

	
	
	　提出期限：
	
	
	

	
	
	　提出方法：　持参
	
	
	

	
	
	　締切に遅れた場合は失格となる旨の記載
	
	
	

	
	
	　二重応札（Alternative Tender）の禁止
	
	
	

	
	
	　一旦提出した書類の取り下げ・内容変更の禁止
	
	
	

	 第4章　開札

	
	
	　開札場所：
	
	
	

	　1.
	開　札　要　領
	　開札日時：
	
	
	

	
	
	　委任状、技術書類（封筒 A）、入札書（封筒B）の順で確認を行い、書類の不備があった時点で以降の入札参加資格を失う。
	
	
	

	
	
	　最低応札価格が予定価格以下になるまで、引き続き最高２回
　まで入札を行う。
	
	
	

	
	
	　２回目の入札後も予定価格を上回る場合は、最低価格応札者
　と交渉に入り、決裂した場合は順次２位以下と交渉する
	
	
	

	
	
	　２者以上が同額かつ予定価格以下の最低応札価格を提示した
　場合の対処方法についての記載（抽選など）
	
	
	

	
	
	　二段階入札（技術札開札、価格札開札を別の日に開催）を行う場合、技術札開札会、技術評価それぞれの確認内容について
	
	
	


	No.
	事　項　名
	内　　　　　　容
	チェック欄

	 第５章　入札評価及びアワード

	　1.
	　入札評価
	　応札書類に不備がなく仕様を充足し、予定価格以下の最低応
　札価格を提示した応札者が落札者となる旨の記載
	
	
	

	
	
	　Awardの発出についての記載
	
	
	

	　2.
	　履行保証
	　履行保証：　　　％
	
	
	

	
	
	　保証返却条件の明記
	
	
	

	　その他

	
	
	　支払方法についてA/Pへの言及
	
	
	

	
	
	　業者契約支払条件の妥当性の確認
	
	
	

	
	
	　先方負担事項（免税他）
	
	
	

	
	
	　検査規定（Inspection）
	
	
	

	
	
	　業者による付保責任（Insurance）※機材案件のみ
	
	
	

	
	
	　前払い保証：　％
	
	
	

	
	
	　瑕疵担保責任：　１２ヶ月
	
	
	

	
	
	　アフターサービス規定（代理店・マニュアル他）
	
	
	

	
	
	銘板・シールについての規定
	
	
	

	
	
	　入札図書価格：　　　　　　　　円
	
	
	

	
	
	JVのP/Q以降の構成変更期限：　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　（審査回答期限：　　年　　月　　日)
	
	
	

	
	
	（予備的経費適用案件のみ）
　　予備的経費適用に関する記載
	
	
	



